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　高齢者の健康増進や介護予防において，日常生活における身体活動量の維持はきわめて重要である．厚生労働省が健康
づりに必要な身体活動の具体例を示した資料では，１日平均300Kcal相当の活動が推奨されている．この数値目標の達成
は，日頃から運動習慣のある者にとっては容易かも知れないが，虚弱高齢や運動習慣の身に付いていない者にとっては高
いはハードルであり，その実現には適切な支援が必要である．本研究はこうした要支援者向けの健康増進介護予防プログ
ラムを開発しようとするものである．プログラムは従来のような単に歩行や体操などの身体運動を勧めるのものではな
く，対象者個々人の生活習慣に即した活動計画を本人自身の認識を主体に作成することを想定している．具体的には，よ
り健康な高齢者の日常生活習慣を参考に，すでに行っている家事活動や趣味活動を工夫して必要な身体活動量を確保する
アドバイスを行い，あるいは新たな日常生活活動を提案することになる．
　以上のようなプログラムの開発に向けて，本年度は健常高齢者のライフスタイルと身体活動量，さらに都市と地方の地
域差や気候，季節を加味した調査分析を行おこなった．都市と地方在住者とでは，身体活動量に関わる活動内容に違いが
あること，また，役割認識や興味の内容に違いが認められた．これらの結果をもとに，都市在住高齢者の健康増進プログ
ラムとして考慮すべき点を指摘した．一部の内容については，学会などで発表した．
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